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一般演題 １９  （第２会場） 

 

 

 

 

 

筑波メディカルセンター病院 介護・医療支援部 1) 消化器外科 2) 看護部 3) 

 

○茂木
も て ぎ

 拓
たく

真
ま

1) 大原 佑介 2) 森田 佳代子 1) 瀧口 和代 1) 絹張 良実 3) 吉田 美紀子 3) 

室井 さゆり 3) 鈴木 美穂 3) 内田 里実 3) 小泉 知子 3) 永井 健太郎 2)  釼持 明 2)  

稲川 智 2) 山本 雅由 2) 

 

目的 

 手術後の患者の早期離床を達成するには、医療者（医師、看護師、介護士）が患者の身

体的、心理的な問題を理解し、積極的に励まし、介助していくことが重要と考えられる。 

我々は消化器がん手術後における患者の自発的な早期離床を促す目的に新たな早期離床の

プログラムを作成し実施した。このプログラムを通じて、参加した患者の離床に対する意

見と医療者の離床への関わりについて双方からアンケート調査を行い、プログラムが有用

であったかどうか、また患者の思いに対する医療者の関わりが適切であったかどうかを検

討した。 

 

方法 

プログラムによる介入は①教育 DVD及び②振り返りシートを用いることとした。アンケ

ートはプログラムに参加した患者と、関与した医療者（医師、看護師、介護士）に対して

施行した。アンケートは無記名でありプライバシーに配慮した。患者の回答は 70/75 人

（93%）、医療者の回答は 53/60人（88%）であった。 

 

結果 

 患者アンケートでは、離床に際して辛かったこととして、「傷の痛み」、「創哆開への不安」、

「筋力低下」、「ライン類による拘束」が挙げられた。離床に関して役に立ったのは「医療

者の励まし」が最多であった。医療者アンケートでは、医療者が考える患者が離床に消極

的になる原因は「創部の痛み」が最多であった。離床に対する患者への働きかけとして、「必

要性の説明」、「励まし」、「ライン整理」など積極的に行われていることが明らかとなった。

一方、職種ごとでみると介護士は看護師と比較して離床に対する働きかけが消極的である

ことがわかった。DVDと振り返りシートは早期離床に役立ったと患者、医療者双方から評

価された。 

 

考察 

 早期離床に対する患者の不安とニーズに対して、医療者側の評価と働きかけは合致して

いた。プログラムの施行により患者と医療者の早期離床に対する理解が進み、お互いがよ

り積極的に離床に取り組んだと考えられた。一方で介護士は職種上の制約があることから

働きかけが看護師よりも消極的であったと考えられた。介護士もチーム医療の一員として、

術後患者の状態を理解し、コミュニケーションを含めた適切な働きかけができるように努

力していきたい。 

消化器がん手術後の早期離床プログラムにおけるアンケート調査

結果：患者の辛さに対する医療者の働きかけは適切であったか？ 


